
し
で
、
平
成
十
八
年
度
文
化
庁

「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」

支
援
事
業
の
ひ
と
つ
。「
バ
カ
の

壁
」
の
著
書
で
知
ら
れ
る
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
養
老
孟
司
氏
の
基

調
講
演
、
文
化
創
造
鼎
談

て
い
だ
ん

が
行
わ

れ
、
約
四
百
七
十
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

基
調
講
演
で
養
老
氏
は
「
文
化

と
は
土
地
へ
の
愛
着
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
も
の
。
し
か
し
地
域
に
住

む
人
が
自
分
の
地
域
の
魅
力
を
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

鼎
談
で
は
、
江
川
家
第
四
十
一

代
当
主
で
江
川
文
庫
理
事
長
の
江

十
月
十
五
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
大
ホ
ー
ル
で
「
谷
啓
と
Ｎ
響

の
仲
間
た
ち
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ク
レ
イ
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
の
名
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
で
あ
る
谷
啓
さ

ん
が
Ｎ
響
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

と
共
に
華
麗
な
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。
公
演
中
、
谷
さ
ん
が
お
馴

〈1〉
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文化創造鼎談（左から望月市長、江川氏、宮地氏）

養
老
孟
司
氏

が
基
調
講
演

地
域
の
魅
力
と
新
た
な
芸
術
文
化
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
二
連
覇

トロンボーンを演奏する谷さん

染
み
の
「
ガ
チ
ョ
ー
ン
」
を
披
露

す
る
と
、
会
場
内
は
爆
笑
の
渦
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
シ

ン
ガ
ー
の
真
梨
邑
ケ
イ
さ
ん
が
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
、
持
ち

前
の
情
熱
的
な
歌
声
を
会
場
に
響

か
せ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
六
百

三
十
人
が
駆
け
つ
け
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
を
堪
能
す
る
と
と
も

に
、
出
演
者
が
繰
り
広
げ
る
抜
群

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
演
奏

谷
啓
と
Ｎ
響
の
仲
間
た
ち

福祉と健康に
ふれあう一日

市民ふれあい広場
健康福祉まつり　

十
月
二
十
二
日
、
伊
豆
長
岡
庁

舎
駐
車
場
、
あ
や
め
会
館
で
第
二

回
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
・
健
康
福

祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

健
康
や
福
祉
に
関
す
る
体
験
や

展
示
、
餅
ま
き
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
出

店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
、
四
千
人
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
は
子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
、
家
族
連
れ
が
対
決

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
ク
イ
ズ
に
も
参

加
し
、
正
義
の
味
方
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
や
め
会
館
で
は
、
歯

科
検
診
や
歯
周
病
の
予
防
啓
発
、

血
流
測
定
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

相
談
、
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
自
ら
の
健
康
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

多くの人が集い、にぎわう会場

基調講演を行う養老氏

地
域
の
魅
力
と
新
た
な
芸
術
文

化
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
十
月
二

十
二
日
、
韮
山
時
代
劇
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
幕
末
の
代
官
「
江
川

英
龍
」
の
治
績
に
着
目
し
た
地
域

文
化
を
と
ら
え
、
魅
力
あ
る
芸
術

と
文
化
振
興
の
在
り
方
を
探
る
催

川
滉
二
氏
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
名
誉
教
授
で
江
川
文
庫
調
査
団

長
の
宮
地
正
人
氏
、
望
月
良
和
伊

豆
の
国
市
長
が
「
江
川
英
龍
の
治

績
〜
日
本
近
代
化
へ
の
役
割
を
語

る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
述
べ

合
い
ま
し
た
。
宮
地
氏
は
「
中
世

の
豪
族
が
代
官
と
し
て
同
じ
地
で

活
躍
し
、
既
存
し
て
い
る
の
は
全

国
で
も
江
川
家
だ
け
」
と
特
異
性

を
解
説
。
江
川
氏
は
「
英
龍
は
幕

府
の
代
官
と
幕
府
の
政
治
中
枢
に

も
の
を
言
う
二
つ
の
立
場
が
あ

り
、
後
者
は
近
代
化
に
つ
な
が
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
市
長

は
、「
江
川
家
の
歴
史
を
ど
う
い

う
形
で
残
し
、
守
っ
て
い
く
か
が

当
面
の
問
題
」
と
市
民
の
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ミ

ニ
美
術
展
も
開
か
れ
、
多
く
の
人

が
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
で
開
か
れ

た
第
六
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大

会
」
の
陸
上
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
視
覚
障

害
者
男
子
二
部
に
出

場
し
、
二
年
連
続
で

優
勝
し
た
伊
藤
新
司

さ
ん
（
南
条
）
が
十

月
二
十
七
日
、
市
長

を
訪
れ
、
結
果
報
告

を
し
ま
し
た
。

昨
年
の
記
録
を
一

メ
ー
ト
ル
四
十
四
上

回
る
三
十
三
メ
ー
ト

ル
八
十
二
の
自
己
新

で
昨
年
の
岡
山
大
会
に
続
き
二
連

覇
を
達
成
し
た
伊
藤
さ
ん
は
「
一

歩
一
歩
前
進
す
る
た
め
順
位
を
考

え
ず
自
己
記
録
の
更
新
だ
け
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
発
表
を
聞
い
た

ら
一
位
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
」
と
、
写
真
や
メ
ダ
ル
を
見
せ

な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
昨
年
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
投
げ
で
優
勝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
で
準
優
勝
し
ま
し
た
が
、

コ
ー
チ
の
勧
め
も
あ
り
、
今
大
会

で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
か
ら
砲

丸
投
げ
に
転
向
。
同
大
会
の
砲
丸

投
げ
に
も
出
場
し
、
三
投
と
も
練

習
時
の
記
録
を
超
え
、
自
己
新
の

七
メ
ー
ト
ル
五
十
六
の
記
録
を
残

し
、
全
国
三
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

市
長
は
「
素
晴
ら
し
い
成
績
。

障
害
の
あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る

こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
希
望

を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
成
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

笑顔で成績報告する伊藤さん（右）
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2土 ●静岡県市町村対抗駅伝競走大会（静岡市内10:00～／社教） 17日
●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00）
◆三島マタニティクリニック（函南町／産婦／055‐979‐0192）

3日
●地域防災訓練（市内各所／安対）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00）
◆伊豆平和病院（函南町／内／055‐974‐1355）

18月

4月
●補聴器相談（大仁庁舎12:00～15:00／福祉）
●6カ月児相談（韮保セ）

19火
●年金相談（大仁庁舎10:00～14:30／国年）
●フッ素塗布（長保セ）
●1歳6カ月児健診（韮保セ）

5火
●市議会12月定例会 初日（伊豆長岡庁舎議場／議会）
●のびのび広場（韮保セ）

20水 ●人権擁護相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）

6水 ●3歳児健診（韮保セ） 21木
●年金相談（伊豆長岡庁舎10:00～14:30／国年）
●市立幼稚園終業式
●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）

7木
●補聴器相談（韮山庁舎1 3 : 0 0～1 5 : 0 0／福祉）●窓口延長（各庁舎
市民サービス課他19:00まで／市民）●歯周疾患検診（韮保セ）
●地区健康講座（珍野公民館13:30～15:30）

22金
●小・中学校2学期終業式
●のびのび広場（大保セ）
●フッ素塗布（韮保セ）

8金
●地区健康講座（町屋公民館9 : 3 0～1 1 : 3 0、大北公民館1 3 : 3 0～
15:30）

23土
●渡辺徹のおしゃべり音楽館（アクシスかつらぎ18:30～／文振）
◆根津クリニック（上沢／脳外･整外･リハ／055‐979‐6166）

9土 24日
●あなたのステージVol.46（韮山時代劇場／文振）
◆小山田医院（伊豆市／内・小児／0558‐72‐3125）

10日
◆伊豆長岡小児クリニック（中／小児／055‐949‐1321）
◆あおきクリニック（吉田／泌尿器／0558‐75‐0303）

25月

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観商）
●飼えなくなった犬･猫の引き取り（韮山庁舎13:25～13:45／環政）
●めおと湯の館休館（31日まで）
●固定資産税第3期分／下水道受益者負担金第3期分

11月
●消費者相談（伊豆長岡庁舎9 : 0 0～1 5 : 0 0／観商）●飼えなくなっ
た犬･猫の引き取り（韮山庁舎1 3 : 2 5～1 3 : 4 5／環政）●地区健康講
座（千代田公民館9:30～11:30、長塚公民館13:30～15:30）

26火

12火
●飼えなくなった犬･猫の引き取り（大仁庁舎1 3 : 0 0～1 3 : 3 0、伊豆
長岡庁舎13:50～14:20／環政）
●フッ素塗布（大保セ）●運動教室（韮保セ）

27水 ●長岡図書館、アクシスかつらぎ、韮山時代劇場休館（1月5日まで）

13水
●行政相談（大保セ13:30～15:30／総務）
●弁護士相談（大保セ13:30～16:30／社協）

28木

●市役所仕事納め●窓口延長（各庁舎市民サービス課他1 9 : 0 0ま
で／市民）●大仁武道館、大仁体育館、大仁市民会館休館（1月3日
まで）●中央・韮山図書館休館（1月4日まで）●ごみの持ち込み受
付（9:00～15:00）

14木
●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）
●のびのび広場（長保セ）

29金

●長岡・韮山体育館、長岡中央公民館、韮山農村環境改善センタ
ー休館（1月3日まで）●韮山・神島・中島運動公園、広瀬公園、さ
つきヶ丘公園、鍋沢ふれあい公園休園（1月3日まで）●臨時ごみの
持ち込み受付（9:00～12:00）

15金
●江間いちご狩りオープン（5月6日まで／観商）
●6カ月児相談（長保セ）

30土
●狩野川リバーサイドパーク休園（1月3日まで）◆ＮＴＴ東日本伊
豆病院（函南町／内／0 5 5‐9 7 8‐2 3 2 0）◆西島歯科クリニック（御
門／9:00～13:00／0558-77-1182／要電話確認）

31日

●工業統計調査実施基準日●プールサンゆう休館（1月1日まで）
●上下水道料金（古奈･長岡･花坂地区、韮山南部地区）◆伊豆函南
セントラル病院（函南町／内／0 5 5‐9 7 4‐0 1 3 1）◆山口歯科クリ
ニック（原木／9:00～13:00／055-949-8800／要電話確認）

1金
●年金相談（韮山庁舎10:00～14:30／国年）
●3カ月児相談（韮保セ）

16土 ●アクシスの夕べPart.30（アクシスかつらぎ19:00～／文振）
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電話０５５‐９４８‐１４１３　ＦＡＸ０５５‐９４８‐２９１５ info@city.izunokuni.shizuoka.jp 公式ホームページ●http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp

●行政情報・相談など　●保健など ●イベント　●今月の納めなど　◆
休日の診療医（診療時間9 : 0 0～1 7 : 0 0 必ず電話かホームページでご確認く
ださい　http://www.shizuoka.med.or.jp/tagata）◆休日の歯科当番医

社協：社会福祉協議会　電話０５５８‐７６‐１２２１

国年：国保年金課　　　電話０５５‐９４８‐２９０５

環政：環境政策課　　　電話０５５‐９４９‐６８０４

観商：観光商工課　　　電話０５５‐９４８‐１４８０

安対：安全対策課　　電話０５５‐９４８‐１４１２

議会：議会事務局　　電話０５５‐９４８‐１４１７

文振：文化振興課　　電話０５５‐９４９‐８６００

社教：社会教育課　　電話０５５‐９４８‐１４６１

※表示の省略 長保セ…長岡保健センター、韮保セ…韮山保健センター、
大保セ…大仁保健センター１２月のカレンダー

福祉：福祉課　電話０５５８‐７６‐８００６

総務：総務課　電話０５５‐９４８‐１４１１

市民：市民サービス課（伊豆長岡庁舎）

電話０５５‐９４８‐２９０１

※保健などの問い合わせ：健康づくり課　　電話０５５８‐７６‐８０１２




